
（別記） 

令和７年度辰野町農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

農業従事者の高齢化により、遊休農地・耕作放棄地の増加が見られ、今後はより顕著

に見られると予想される。また、町の土地柄、圃場面積が小さい農地が多いため、実質

化された人・農地プランに位置付けられた農業者及び中心経営体に集約することにより、

効率的・安定的な農地の活用を推進する必要がある。 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

転作作物として地域振興作物の作付けを促し、生産者の拡大や対象作物の産地化を目

指すとともに、産地交付金を有効に利用し、生産者の所得増大を図る。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

町内の担い手への集約率を高め、水田としての活用を推進する。生産調整を図るため、

主食用米だけでなく、水田リノベーション事業などを活用し、新市場開拓米や加工用米、

飼料用米等の生産量を増加させる。また、転作確認において水田機能の確認を適切に行

い、作付品目とともに把握する。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

   需要に即応した米づくりを推進し、生産数量目安値の調整をはかり、主食用米の

生産を推進する。 

 

（２）備蓄米 

   現在取組はないが、今後の生産調整を行う上で検討していく。 

 

（３）非主食用米 

 

  ア 飼料用米 

    地域の需要にあった適正生産量を確保するため、主食用米からの転換作物とし

て生産を推進する。 

 

  イ 米粉用米 

    取組む農業者数が少ない中で、自家加工が中心となっているが、今後生産者の

獲得に向けて実需者の発掘が必要である。 

 

  ウ 新市場開拓用米 

 現在取組はないが、今後の生産調整を行う上で検討していく。 

 

  エ WCS用稲 

    現在取組はないが、今後の生産調整を行う上で検討していく。 

 



  オ 加工用米 

    生産調整を図る転作作物として有効であり、担い手が新たな農地集積・拡大に

取り組む意欲に寄与できるため、産地交付金を活用し推進する。また、実需者

との結びつきを強化し、需要に応じた生産数量を確保する。 

 

（４）麦、大豆、飼料作物 

麦、大豆については国産需要があり、食料自給率向上の観点からも重要な作物で 

ある。生産調整を図る転作作物として、また、不作付地の解消においても有効な作

物である為、農地中間管理機構や農業委員会を通じて農地の集積を図り、作付け拡

大を推奨していく。明渠や暗渠などにより排水対策を講じることで生産性を高めた

い。また、飼料作物については飼料価格の高騰等に対応するためには、生産者サイ

ドとして、飼料自給率の向上や家畜の生産性の向上に取り組むことが必要。転作作

物の一つとして、家畜飼養規模に見合う牧草の確保を図る。 

 

（５）そば、なたね 

そばに関しては、取組地域の環境に適合し生産体制も徐々に整いつつある為、農 

地中間管理機構や農業委員会を通じて農地の集積を図りより効率的に生産に取り

組める様支援が必要。また、生産調整の面からみても転作作物としては適切である。

また、二期作の実施や周囲の明・暗渠施工等による排水対策に取り組み、品質と収

量の向上を図る。 

 

（６）地力増進作物 

    現在取組はないが、今後の生産調整を行う上で検討していく。 

 

（７）高収益作物 

    農業者の所得増大に向け産地交付金を有効に利用しながら、ピーマン、アスパ

ラガス、スイートコーン、スイカ、白ネギ、ブロッコリー、さつまいも、加工用

野菜（トマト、キャベツ、ばれいしょ）、柿、ブルーベリー、トルコギキョウ、ユ

ーカリ、えごま、ソルガム（たかきび）を地域振興作物と位置付け、作付けを推

進し、生産者の拡大・特色ある産地づくりをすすめる。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

263.821 260.873 263

1.2841 1.8300 2

9.0624 0 5

5.7783 2.3130 5

4.9830 8.4872 8

0.06 0.06 1

・子実用とうもろこし

63.1253 63.1253 65

0.643 0.643 2.3

・野菜 0.643 0.643 2

・花き・花木 0 0 0.1

・果樹 0 0 0.1

・その他の高収益作物 0 0 0.1

0.829 1.0900 1.5

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和８年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

（令和7年度）8.4ha
　　　　　　 3.5ha

（令和8年度）8.5ha
　　　　　　 0.1ha

（令和7年度）63.1ha
　　　　　　  0.0ha

（令和8年度）66.00ha
　　　　　　　 2.9ha

加工用米
・実施面積(ha)
・集積率(％)

（令和6年度）5.7ha
　　　　　　51.3％

（令和7年度）2.3ha
　　　　　　 -41％
　
（令和8年度）5.0ha
　　　　　　 0.4％

飼料用米
・実施面積(ha)
・集積率(％)

（令和6年度）1.2ha
　　　　　　 -44％

（令和7年度）1.8ha
　　　　　　  67％
　
（令和8年度）3.0ha
　　　　　　　60％

米粉用米
・実施面積(ha)
・集積率(%)

（令和6年度）-ha
　　　　　　 -%

（令和7年度）0.4ha
　　　　　　 100％
　
（令和8年度）0.6ha
　　　　　　 100％

（令和7年度）0.6ha

（令和8年度）2.0ha

（令和7年度）0.6ha

（令和8年度）0.6ha

麦類
・作付面積(ha)
・10a当たり収穫量(kg)

（令和6年度）4.9ha
’　　　　　　 253㎏

（令和7年度）8.4ha
　　　　　　　300㎏
（令和8年度）8.5ha
　　　　　　　310㎏

大豆
・作付け面積(ha)
・10a当たり収穫量(kg)

（令和6年度）0.06ha
’　　　　　　　0㎏

（令和7年度）0.06ha
’　　　　　　 12㎏
（令和7年度）1.0ha
か　　　　　　250㎏

そば
・作付け面積(ha)
・10a当たり収穫量(kg)

（令和6年度）63.1ha
　　　　　　　 66㎏

（令和7年度）63.1ha
　　　　　　　66㎏
 (令和8年度）66.0㎏
　　　　　　　105㎏

7 そば（基幹）
そばへの助成

（地域の取組に応じた配分
の対象分）

・実施面積(ha) （令和6年度）63.1ha
（令和7年度）63.1ha
（令和8年度）66.0ha

8 新市場開拓用米
新市場開拓用米への助成

（地域の取組応じた配分の
対象分）

・実施面積(ha) （令和6年度）9.0ha
（令和7年度）1.0ha
（令和8年度）5.0ha

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

・実施面積(ha) （令和6年度）0.6ha

・実施面積(ha) （令和6年度）-ha

目標

・実施面積(ha)
・集積拡大(ha)
（平均作付規模）

（令和6年度）63.1ha

　　　　　　 -2.9ha

・実施面積(ha)
・集積拡大(ha)
（平均作付規模）

（令和6年度）4.9ha

　　　　　　 0.4ha

3
加工用米・飼料用米・米粉

用米（基幹）
担い手への農地利用集積

整理
番号

対象作物 使途名

1 麦（基幹） 担い手への農地利用集積

2 そば（基幹） 担い手への農地利用集積

6 麦・大豆・そば・（基幹） 生産性向上の取組への加算

4

【野菜・花き・花木・果樹】ピーマ
ン、アスパラガス、スイートコーン、
スイカ、白ネギ、ブロッコリー、加工
用野菜（トマト、キャベツ）、柿、ブ
ルーベリー、トルコギキョウ、ユー
カリ【基幹】【県高収益作物の取組

への支援品目と同品目】

高収益作物への助成①

5

【野菜・花き・花木・果
樹】さつまいも、加工用野
菜（ばれいしょ）、えご

ま、ソルガム（たかきび）
【基幹】【県高収益作物の

品目外】

高収益作物への助成②



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県：長野県

協議会名：辰野町農業再生協議会

1 担い手への農地利用集積 1 700 麦（基幹）

作付面積に応じて支援
実需者等との販売契約に基づく作付け
経営所得安定対策等実施要綱別紙１に規定する助成水田の
うち、当該年度において対象作物の作付を生産性の向上（コ
スト削減）の取組により行った場合

2 担い手への農地利用集積 1 700 そば（基幹）

作付面積に応じて支援
実需者等との販売契約に基づく作付け
経営所得安定対策等実施要綱別紙１に規定する助成水田の
うち、当該年度において対象作物の作付を生産性の向上（コ
スト削減）の取組により行った場合

3 担い手への農地利用集積 1 20,000 加工用米・飼料用米・米粉用米（基幹）
作付面積に応じて支援
要領別紙１に規定する取り組み者

4 高収益作物への助成① 1 8,000

【野菜・花き・花木・果樹】ピーマン、アスパラガ
ス、スイートコーン、スイカ、白ネギ、ブロッコ
リー、加工用野菜（トマト、キャベツ）、柿、ブ
ルーベリー、トルコギキョウ、ユーカリ【基幹】

【県高収益作物の取組への支援品目と同品目】

作付面積に応じて支援

5 高収益作物への助成② 1 8,000
【野菜・花き・花木・果樹】さつまいも、加工用野
菜（ばれいしょ）、えごま、ソルガム（たかきび）

【基幹】【県高収益作物の品目外】
作付面積に応じて支援

6 生産性向上の取組への加算 1 800 麦・大豆・そば（基幹）
生産性向上等の取組
作付面積に応じて支援

7
そばへの助成

　（地域の取組に応じた配分の対象分）
1 20,000 そば（基幹） 作付面積に応じて支援

8
新市場開拓用米への助成

（地域の取組応じた配分の対象分）
1 20,000 新市場開拓用米 作付面積に応じて支援

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してください。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。


